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 はじめに 

本件は、請求先の設定を誤ったことや、システムの不具合に気付くことができなかったこ

となどにより、光熱水費の未請求等が生じているものです。 
市場関係者及び市民の皆様に多大な御迷惑をおかけしていることを、深くお詫び申し上

げます。 
本書で示す再発防止策を着実に実施するとともに、内部統制の再徹底の取組を進め、信頼

回復に努めてまいります。 
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１ 事案概要 

 

（１）経過 

ア 行政財産の目的外使用許可等に係る水道料金の未請求事案の判明 

市立井田病院における光熱水費等の未請求事案を受け、行政財産の目的外使用許可

等を行っているものについて、光熱水費等の請求状況等を調査したところ、中央卸売市

場北部市場（以下「北部市場」といいます。）において、使用者に対し水道料金を請求

していなかった事案が判明しました。（令和 3 年 2月 10 日に発表） 

イ 市場施設の使用指定に係る電気料金の未請求事案及び子メーターの法定有効期限

経過事案の判明 

北部市場では、行政財産の目的外使用許可等に係るもの以外にも、「川崎市中央卸売

市場業務条例（以下「条例」といいます。）」に基づき、市場施設の使用指定を受けた卸

売業者、仲卸業者、関連事業者等の使用者に対し、光熱水費を請求しているものが多数

あることから、それらを対象とした調査を実施したところ、電気料金を請求していなか

った事案及び子メーターの法定有効期限が経過している事案が判明しました。 

（令和 3年 5月 20 日に発表） 

ウ 再発防止策の策定 

事案発生の原因を分析し、今後、同様の事案を発生させないための再発防止策をとり

まとめました。 

 

（２）北部市場における電気及び水道の子メーターの検針業務及び設置状況 

ア 北部市場では、電気事業者及び上下水道局が行うメーター（親メーター）の検針に

基づいて、施設で使用された全ての電気及び水道の支払を一括して行っています。 
イ 使用者が専有して使用した電気及び水道については、北部市場が子メーターを設

置し、検針を行って、使用者へ料金を請求しています。 
ウ 検針方法は、次の二通りです。 

(ア)中央監視システムによる遠隔検針（有線によるパルス信号の送受信） 

(イ)委託事業者による直接目視による検針 

エ 設置している子メーターの内訳は次のとおりです（令和 3年 3月 31 日現在）。 

検針方法 電気 水道 合計 

(ア)中央監視システムによる遠隔検針 689 個 290 個 979 個 

(イ)委託事業者による直接目視による検針 59 個 10 個 69 個 

合計 748 個 300 個 1,048 個 

上記のうち市が専有して使用している子メーターは、 

電気 53 個、水道 23 個、計 76 個です。

4



2 
 

【北部市場管理課における電気及び水道の子メーターの検針業務の流れ】 令和 3年 8月現在 

 

(ア)-3 (ア)-4

子メーターの
検針値を目視
で確認

(イ)-3

検針値を市場
管理システム
に入力

(イ)-4(イ)-2

Ⅰ　市場施設の使用指定・使用許可

検針装置に故障・
不具合が発生した
場合

中央監視シス
テムで子メー
ター番号を附
番

(イ)-1

子メーター番号
を附番

Ⅱ-2
中央監視
システム
に接続で
きない子
メーター
の場合

子メーター番
号に市場管理
システムで請
求先事業者を
設定

Ⅱ
　
子
メ
ー

タ
ー

の
新
設

Ⅱ-1
中央監視
システム
に接続で
きる子
メーター
の場合

中央監視シス
テムで受信し
た検針値デー
タを市場管理
システムに取
込

　
Ⅲ
　
検
針
値
、

請
求
先
等
の
リ
ス
ト
を
確
認

(注)正常にパルス信号が発信できているか、故障がないか等について、
　　年に1回、200個程度の子メーターを対象とした点検（業務委託）を行っている。

検針値を
パルス発
信
(注)

中央監視
システム
で受信

子メーター番号に市場
管理システムで請求先
事業者を設定

(ア)-1 (ア)-2

　
Ⅳ
　
使
用
者
ご
と
に
請
求
額
を
集
計
・
請
求
書
送
付

修繕不可

(ア)-5

修繕

（ア）遠隔検針

(イ)目視検針

施設維持係が担当

庶務係が担当

管理係が担当

新設施設等の場合 使用者変更の場合
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（３）判明した不適切な事務事案の概要 

 

ア 光熱水費の未請求等に関する事案 

使用者へ電気料金又は水道料金を請求していなかった不適切な事務事案は、次のとお

りです。 ※事案番号⑥-2 は、使用者から電気料金を過徴収していたものです。 

（ア）行政財産の目的外使用許可等に係る水道料金の未請求事案 

事案番号 対象施設名称 主な用途・設備 未請求の始期 未請求総額 

① 変電所 
トイレ・施設冷却
用 

昭和 60 年 4 月 
約 16,160 円 
（注１） 

② ガラス温室 温室内給水 平成 23 年 4 月 
約 751,076 円 
（注２） 

（注１）令和 3 年 2 月まで水道子メーターの設置がなかったため、令和 3 年 3 月から令和 3 年 7 月

までの実績値に基づく推計金額 

（注 2）平成 23 年 4 月から平成 24 年 12 月までの水道使用量の計測データの記録がないため、 

平成 25 年 1 月から令和 3 年 1 月までの実績値に基づく推計金額 

（イ）条例に基づく使用指定に係る電気料金の未請求等事案 

事案番号 対象施設名称 主な用途・設備 未請求の始期 未請求総額 

③ 
青果棟低温卸売
場 

プレハブ冷蔵庫
2 部屋(476 ㎡) 

平成 25 年 5 月 19,405,813 円 

④ 
青果棟３階西側
事務所 

照明等 平成 25 年 3 月 
Ａ社：646,810 円 
Ｂ社：104,429 円 

⑤ 
花き棟１階卸売
場シャッター 

電動シャッター 平成 27 年 6 月 311,899 円 

⑥-1 
水産棟３階西・
東卸厨房（C 社） 

排気ファン 

施設使用開始時の
昭和 57 年７月又
は市場管理システ
ム導入時の平成 11
年 4 月が推測され
る。 

約 1,09２,000 円 
（注３） 

事案番号 対象施設名称 主な用途・設備 過徴収の始期 過徴収総額 

⑥-2 
水産棟３階西・
東卸厨房（D 社） 

排気ファン 

施設使用開始時の
昭和 57 年７月又
は市場管理システ
ム導入時の平成 11
年 4 月が推測され
る。 

約 1,09２,000 円 
（注３） 

（注３）平成 23 年 4 月から令和 3 年 3 月までの実績値に基づき、未請求（過徴収）の始期を昭和

57 年 7 月とした場合の推計金額 
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イ 子メーターの法定有効期限経過に関する事案 

令和 3年 3月 31 日時点において、子メーターの法定有効期限が経過していた不適切

な事務事案は、次のとおりです。 

事案番号 原因 個数（内訳） 

⑦ 

メーター管理台帳への登録を行って

いなかったことから、子メーターの法定

有効期限の管理ができていなかった

もの 

7 個 （電気 3 個、水道 4 個） 

⑧ 交換工事の実施時期が遅れたもの 264 個 （電気 113 個、水道 151 個） 

なお、これらの子メーターについては、水道メーターは令和 3年 4月 28 日に、電

気メーターは令和 3年 5月 30 日に、それぞれ交換が完了しましたので、現在、法定

有効期限を経過した子メーターはありません。 

 

7



5 
 

（４）光熱水費の未請求事案等における各使用者との協議状況等について 

光熱水費の未請求額について、各使用者との協議状況等は以下のとおりです。 
請求予定額及び還付予定額については、時効を「10 年間」として算出したものです。 

事案 
番号 

対象施設名称 請求内容 未請求の始期 請求対象期間 請求予定額 使用者との協議状況等 

① 変電所 水道料金 昭和 60 年 4 月 
平成 23 年 3 月分から 
平成 30 年 12 月分まで 

算定中 
令和 3 年 3 月 18 日に、令和 3 年度の使用実績
に基づき、請求対象期間の使用水量・料金を推
計し、請求の上支払うことで了解を得ています。 

② ガラス温室 水道料金 平成 23 年 4 月 
平成 23 年 4 月分から 
令和 3 年 1 月分まで 

751,076 円 
（注） 

令和 3 年 8 月 19 日に、左記金額等について使
用者に説明・報告済み。 

③ 
青果棟低温卸売
場 

電気料金 平成 25 年 5 月 
平成 25 年 5 月分から 
令和 3 年 3 月分まで 

19,405,813
円 

令和 3 年 8 月 17 日に、左記金額等について使
用者に説明・報告済み。 

④ 

青果棟３階西側事
務所（Ａ社） 

電気料金 平成 25 年 3 月 
平成 25 年 3 月分から 
令和 3 年 3 月分まで 

646,810 円 
令和 3 年 8 月 19 日に、左記金額等について使
用者に書面にて報告。 

青果棟３階西側事
務所（Ｂ社） 

電気料金 平成 25 年 3 月 
平成 25 年 3 月分から 
令和 3 年 3 月分まで 

104,429 円 
令和 3 年 8 月 19 日に、左記金額等について使
用者に説明・報告済み。 

⑤ 
花卉棟１階卸売場
電動シャッター 

電気料金 平成 27 年 6 月 
平成 27 年 6 月分から 
令和 3 年 3 月分まで 

311,899 円 
令和 3 年 8 月 19 日に、左記金額等について使
用者に説明・報告済み。 

⑥-1 
水産棟３階西・東
卸厨房（Ｃ社） 

電気料金 

施設使用開始時の昭
和 57 年７月又は市場
管理システム導入時
の平成 11 年 4 月が

推測される。 

平成 23 年 4 月分から 
令和 3 年 3 月分まで 

282,284 円 
令和 3 年 8 月 19 日に、左記金額等について使
用者に説明・報告済み。 

事案 
番号 

対象施設名称 過徴収内容 過徴収の始期 還付対象期間 還付予定額 使用者との協議状況等 

⑥-2 
水産棟３階西・東
卸厨房（Ｄ社） 

電気料金 

施設使用開始時の昭
和 57 年７月又は市場
管理システム導入時
の平成 11 年 4 月が

推測される。 

平成 23 年 4 月分から 
令和 3 年 3 月分まで 

282,284 円 
令和 3 年 8 月 19 日に、左記金額等について使
用者に説明・報告済み。 

（注）平成 23 年 4 月から平成 24 年 12 月までの水道使用量の計測データの記録がないため、平成 25 年 1 月から令和 3 年 1 月までの実績値に基づく推計金額 
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２ 各事案の発生原因について 

 

（１）検証方法 

本事案の原因の究明に向けて、各事案発生時の関連資料を確認するとともに、北部市場

管理課に在籍し、各事案に関わる業務を担当した職員（庶務係 1 名、施設維持係 4 名）、

係長（庶務係長 3名、施設維持係長 3 名）及び課長（2 名）への聞き取り調査を実施しま

した。 

関係資料の一部がすでに廃棄されていること、関係職員の一部の者がすでに退職して

いること、聞き取りした職員の記憶が定かでないものがあったこと等から、原因を確定で

きなかった部分がありました。 

 

（２）各事案が発生した原因 

 

ア 光熱水費の未請求に関する事案 

 

事案① 変電所の水道料金 

【原因】 

昭和 60 年に本施設の使用許可が更新された際、使用者からの申請に基づき、本

市は水道使用を許可したが、水道使用量の検針に必要な子メーターの設置手続きを

せず、以降、本施設における水道使用に伴う料金の請求を行っていなかったもので

ある。 

昭和 60 年当時の北部市場管理課在籍職員は全員退職済みで、関係書類も廃棄済

みであることから、なぜ、水道の使用を許可した際に子メーターを設置しなかった

のか、原因は不明である。 

 

平成 31 年１月に、使用者から「水圧低下により水道が使用できなくなった。水

道を使用したい。」との要望が 1 度あったが、使用者から継続して協議を希望され

ることはなかった。この時点においても本施設の水道使用料が未請求となっている

ことに気付くことはできなかった。 

 

本施設は、施設使用者によって常時施錠管理され、職員が立ち入ることができず、

職員による現地確認がしにくい状況にあったことも、長年にわたって水道料金が未

請求となった原因の一つであると考える。 

 

【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(ア)使用開始時の注意 

施設使用を新規で許可する場合はもちろんのこと、使用許可を更新する場合、使

用条件を変更する場合には、当該施設の電気・水道使用量を計測する、子メーター

が設置されているか、現地の確認を行うことが必要である。 

(イ)使用開始後のチェック機能 

新たな使用者による施設の使用開始直後はもちろんのこと、開始後一定の期間が

経過した後においても、当該施設の電気・水道使用量が適正に検針され、使用者へ

適正に料金の請求を行っているかを、確認する仕組みを構築することが必要であ

る。 
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事案② ガラス温室の水道料金 

【原因】 
平成 23 年 2 月 2 日付けで、本市と使用者は、本施設使用に係る事業用定期借地

権設定契約を締結し、同年 4月 1 日から使用者による本施設の使用が開始された。 

本施設の水道使用量については、既存の水道子メーターの検針値を遠隔検針によ
り検針し、使用者へ請求することとしていたが、当該子メーターからのパルス信号
を送信する線が断線し、中央監視システムにおいて、当該子メーターからの検針値

を受信できておらず、本施設稼働時から使用水道量の検針ができていなかったこと
から、水道料金の請求を行っていなかったものである。 

検針業務を担当していた施設維持係の職員は、平成 23 年 4 月 1 日付けの人事異

動で交代している。平成 23 年度の施設維持係担当職員及び施設維持係長は送信線
が断線していることに気付かなかった（平成 22年度の担当職員は退職済み）。担当
職員及び係長は、平成 23 年 4 月の本施設使用開始時に当該子メーターが正しく検

針されているかを確認する必要があった。 
 

平成 24 年 12 月に、当該子メーターの法定有効期限経過に伴う交換工事が行わ

れ、工事を担当したまちづくり局から「送信線が断線している。」ことの報告を受
けた記録が残っているが、当時の施設維持係担当職員（施設維持係長は退職）は報
告を受けた記憶がなかった。担当職員は、まちづくり局からの報告を踏まえ、上司

にも相談の上、当該子メーターの補修等を適切に行う必要があった。 
 

本施設は北部市場において事業用定期借地権を活用した初めての施設であり、当

時の市場長及び再整備担当が使用予定者との交渉に直接当たるなど、施設維持係担
当職員及び施設維持係長の本施設への関与意識が薄かったことや、担当職員の人事
異動に伴う本施設における水道料金の請求に関する引継ぎが全くなされなかった

ことも、原因の一つであると考える。 

 

【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(ア)使用開始時の注意 

施設使用を新たに許可する場合は、当該施設の電気・水道使用量が正しく検針さ

れているか、職員はしっかりと確認することが必要である。 

(イ)使用開始後のチェック機能 

新たな使用者による施設の使用開始直後はもちろんのこと、開始後一定の期間が

経過した後においても、当該施設の電気・水道使用量が適正に検針され、使用者へ

適正に料金の請求を行っているかを、確認する仕組みを構築することが必要であ

る。 

(カ)適切な事務引継ぎ 

担当職員に人事異動があった際の事務引継ぎに当たっては、必要な事務手続き

に漏れや遅延が生じないよう、係長及び管理職を含めた確認を徹底することが必

要である。 

(キ)管理監督者のマネジメント 

新たに整備された施設の使用等、通常業務の流れとは異なった対応や注意が必要

な案件について、管理職は、担当職員及び係長と事業進捗に関する情報共有を十分

に行うとともに、担当職員による必要な事務手続きの漏れや遅延がないかを確認す

るなど、十分に注意を払うべきである。 
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事案③ 青果棟低温卸売場の電気料金 

【原因】 
本施設は、平成 25年 2月 23 日に工事が完了し、本市は本施設の電気量を検針す

る子メーターを設置した。使用者の指定（使用者による施設使用開始）までの電気

料金は本市が負担するものであることから、市場管理システムの電気料金の請求先

を「川崎市」と設定した。 

本市は、本施設の使用料を規定する条例施行規則を平成 25年 4月 30 日付けで改

正するとともに、平成 25 年 5 月 1 日付けで使用者の指定を行い、同日から使用者

による本施設の使用が開始された。 

使用者による本施設の使用が始まった時に、施設維持係の担当職員は、市場管理

システムの電気料金の請求先を、「川崎市」から使用者に変更する必要があったが、

変更手続きを行わなかったことが本事案の発端である。 

施設維持係の担当職員は、本施設が稼働したことを認識していなかったことか

ら、請求先の変更入力を行わなかった。 

施設維持係長は、本施設が稼働したことを認識していたが、請求先の変更入力は、

庶務係の業務であると誤認していた。 

管理課長は、電気料金の請求に係る業務の流れや業務分担を、明確に把握してい

なかったため、部下職員に対して的確に本業務に関する指示を行うことができてい

なかった。 

したがって、平成 25 年 5 月の本施設使用開始時に、担当職員は、本施設の使用

が始まっていることを確認すべきであった。係長及び課長は、担当職員に対して必

要な事務手続きを行うよう適切に指示すべきであった。 
 

当時、施設使用者に変更等があった際に、電気・水道料金の請求先が正しく変更

されているかを、チェックするためのリストを庶務係担当職員が作成し、課内で毎

月供覧する仕組みがあったが、平成 24 年 5 月以降、供覧された当該リストは確認

できていない。 

当時の庶務係担当職員は、平成 24・25 年度においても当該リストを供覧してい

たと証言しているが、平成 25 年度の庶務係長、施設維持係担当職員、施設維持係

長及び管理課長は当該リストを確認した記憶がなかった。 

したがって、ダブルチェックを行うためのリストは、平成 25 年 5 月の本施設稼

働時に供覧されていなかった可能性があることから、担当職員の上司はチェックリ

ストの作成・供覧を指示すべきであった。 
 

本施設は、平成 25 年 2 月に完成したが、施設使用料を規定する条例施行規則の

改正手続きが年度内にされなかったことから、平成 25年 5月の施設稼働となった。 

施設維持係長及び施設維持係担当職員ともに、平成 25 年 4 月 1 日付け人事異動

で交代しており、業務に慣れていない異動直後の両職員が、本施設稼働時の対応を

行うこととなったことや、本施設における電気料金の請求に関する、個別の事務引

継ぎが全くなかったことも、原因の一つと考える。 
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【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(ア)使用開始時の注意 

施設使用を新たに許可する場合は、市場管理システムにおける当該施設の電気・

水道料金の、請求先の入力が正しく行われているか、職員はしっかりと確認するこ

とが必要である。 

(イ)使用開始後のチェック機能 

新たな使用者による施設の使用開始直後はもちろんのこと、開始後一定の期間が

経過した後においても、当該施設の電気・水道使用量が適正に検針され、使用者へ

適正に料金の請求を行っているかを、確認する仕組みを構築することが必要であ

る。 

(カ)適切な事務引継ぎ 

担当職員に人事異動があった際の事務引継ぎに当たっては、必要な事務手続きに

漏れや遅延が生じないよう、係長及び管理職を含めた確認を徹底することが必要で

ある。 
(キ)管理監督者のマネジメント 

新たに整備された施設の使用等、通常業務の流れとは異なった対応や注意が必要

な案件について、管理職は、担当職員及び係長と事業進捗に関する情報共有を十分

に行うとともに、担当職員による必要な事務手続きの漏れや遅延がないかを確認す

るなど、十分に注意を払うべきである。 

 

12



10 
 

 

事案④ 青果棟 3 階西側事務所の電気料金 

【原因】 
平成 25 年 3 月にＢ社が本施設を使用開始した際に、子メーターＸの電気料金を、

Ａ社へ 8 割、Ｂ社へ 2 割の按分で請求することとし、これまで支払を受けていた

が、子メーターＸの電気料金は、全額Ａ社が負担すべきものであったことが判明し

た。 

さらに、Ｂ社が負担すべきであった子メーターＹ及びＺの電気料金は本市が誤っ

て負担していたことが判明した。 

 

平成 25 年 2 月以前の子メーターＸの請求先はＡ社へ全額（10 割）としていたが、

Ａ社の使用エリアは、平成 25年 2月以前と同年 3月以降で変更はない。 

Ｂ社が現在使用しているエリアの使用者は、平成 25 年 1 月から 2 月までは川崎

市、平成 24年 12 月まではＣ社となっており、Ｃ社への電気料金は子メーターＹ及

びＺに基づいて行っていた。 

 

したがって、Ｂ社の使用開始時に、施設維持係の担当職員は市場管理システムに

おける子メーターＹ及びＺの請求先を「川崎市」から「Ｂ社」に変更入力すべきで

あったが、子メーターＹ及びＺの請求先を変更しないで、子メーターＸの請求先を

「Ａ社が 8 割」「Ｂ社が 2 割」と誤った設定を行ったことから、Ａ社及びＢ社に電

気料金の未請求が生じることとなった。 

 

本事案に係る手続きは、担当職員による確認不足のほか、係長をはじめとする複

数職員によるチェック機能が働いていなかったことも原因である。 

 

【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(ア)使用開始時の注意 

施設使用を新たに許可する場合は、当該施設の電気・水道使用量を検針する子メ

ーターを、職員は、図面、メーター管理台帳、現地確認等でしっかりと確認すると

ともに、係長をはじめとした複数の職員で、ダブルチェックを行うことが必要であ

る。 

特に、一つの子メーターの検針値から、複数の使用者で電気・水道料金を按分す

る場合は、事務ミスが発生しやすく注意が必要であることから、係長、管理職も含

めた複数職員による、ダブルチェックを行うことが必要である。 
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事案⑤ 花き棟１階卸売場シャッターの電気料金 

【原因】 
平成 27 年 6 月から、遠隔検針システムの不具合により、本施設の電気使用量が

検針できなくなっており（同年 6 月から検針値がゼロになっていた）、その際に、

システムの修繕を行うか、当該子メーターの検針を目視に切り替える必要があっ

た。 

施設維持係の担当職員は、遠隔検針システムの不具合に気付かず、いずれの手続

きも行わなかったことが、本事案の発端である。 

なお、毎月の検針値に問題がないかを、担当職員は市場管理システムから打ち出

される「検針データチェックリスト」で確認しているが、当該リストでは、当月の

使用量は確認できるものの、前月の使用量の記載はなく、前月との比較ができない

リストの仕様となっていることも原因の一つであると考える。 

 

平成 29 年 9 月に実施した中央監視装置保守管理業務委託で、委託事業者から提

出された点検業務報告書に、当該子メーターは「注意」が必要であることが記載さ

れていたが、施設維持係の担当職員は、「報告書の『注意』マークは、現在故障中で

はなく、要経過観察という意味」と捉え、当該子メーターに不具合が発生している

かの確認は行わなかった。 

したがって、担当職員は令和 29 年当該報告書において、「注意」が必要と記載さ

れていた子メーターについて、検針を目視に切り替える等の適切な対応を行う必要

があった。また、係長及び課長も当該報告書を供覧で確認した際に、当該子メータ

ーへの適切な対応を担当職員へ指示すべきであった。 

 

【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(イ)使用開始後のチェック機能 
毎月の検針値の確認において、大きく変化があった子メーターや、ゼロになった

子メーターを確認するため、前月と比較できる仕組みを構築する必要がある。 
(ウ)点検業務への適切な対応 

本市が専門業者に委託する点検業務結果に対して、職員は適切に対応する必要が

ある。 

 

 

事案⑥ 水産棟 3 階西・東卸厨房の電気料金 

【原因】 
Ｃ社及びＤ社は昭和 57年から、それぞれの施設を使用している。 

いつから誤った請求を開始し、電気料金の未請求及び過徴収が生じたかは、記録

がなく不明であるが、施設使用開始時の昭和 57 年 7 月又は市場管理システム導入

時の平成 11 年 4 月であることが推測される。 

市場管理システムにおいて、各子メーターに対応する請求先を設定しているが、

Ｃ社とＤ社については相互に誤った設定を行っていたことが原因である。 

これにより、Ｃ社に対しては請求の不足が生じ、Ｄ社に対しては過徴収が生じた

ものである。 
 

【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(ア)使用開始時の注意 

施設使用を新たに許可する場合は、当該施設の電気・水道使用量を検針する子メ

ーターを、職員は、図面、現地確認等でしっかりと確認するとともに、担当職員が

間違いなくシステム入力するための仕組みの構築が必要である。 
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イ 子メーターの法定有効期限経過に関する事案 

 

事案⑦ 管理台帳への未登録に起因するもの 

【原因】 

平成 23 年度に作成した子メーターの交換工事計画表に基づき、平成 27 年度に、

多数ある子メーターを一元的に管理するため、各子メーターの配置図とメーター番

号、更新時期等を一覧にした「メーター管理台帳」を担当職員が作成した。 

しかしながら、台帳作成時に、７個の子メーターについて、台帳への記載を漏ら

していたことにより、当該７個の子メーターの法定有効期限の把握ができていなか

ったことから、適切な時期の交換工事が実施できず、法定有効期限が経過すること

となった。 

 

【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(エ)メーター管理台帳の適切な管理 
子メーターの新設時及びメーター交換工事完了後には、メーター管理台帳を確実

に更新することが必要である。 
 

 

事案⑧ 交換工事の遅延に起因するもの 

【原因】 

令和 2年度に実施予定であった子メーター交換工事について、入札不調となった

ことで、令和 2年度内の工事が実施できなかったものである。 

当該工事の設計業務委託と工事実施を同一年度で実施するスケジュールであっ

たことも、年度内の交換が間に合わなかったことが原因の一つであると考える。 

 

【課題】   ※見出し符号は 17 ページの「課題」に合わせています。 

(オ)メーター交換工事の工期設定 

工事の設計委託を前年度に実施するなど、余裕を持ったスケジュールの設定を行

う必要がある。 
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３ 再発防止策 

 

（１）再発防止のための３つの視点 

ア 事務ミスを「予防」すること。 

イ 万が一ミスが生じてしまった場合は、早い段階で発見（「フォロー」）すること。 

ウ 「予防」と発見（「フォロー」）を「継続」できる仕組みを構築すること。 

 

（２）再発防止策 

各事案の発生原因を踏まえ、再発防止のために必要な対応策を次のとおり実施します。 

 

ア 使用開始時の注意 

施設使用を新規で許可する場合はもちろんのこと、使用許可を更新する場合、使用条件

を変更する場合に、施設維持係の担当職員は、以下の点について、確実に確認する必要が

あります。また、施設維持係長をはじめとした複数の職員でダブルチェックを行うことが

必要です。 

（ア）対象施設の電気・水道使用量を計測する子メーターが設置されているか。 

（イ）対象施設の電気・水道使用量が正しく検針されているか。 

（ウ）市場管理システムにおける対象施設の電気・水道料金の請求先の入力が正しく 

行われているか。 

（エ）対象施設の電気・水道使用量を検針しているのが、どの子メーターであるか。 

（オ）一つの子メーターの検針値に基づいて、複数の使用者で電気・水道料金を按分す

る場合は、正しく按分請求された内容となっているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【再発防止策】   ※見出し符号は 17 ページの「再発防止策」に合わせています。 
a マニュアルの作成・運用 

光熱水費の検針や請求に係る業務全体の流れを示す「北部市場光熱水費請求マニュ

アル」を作成し、業務に活用します。 

３係が分担している使用指定・検針・請求業務について、各担当職員が業務全体を

理解・把握し、適正な事務執行を図ります。 

b 「事前チェックシート」（マニュアル様式３・４・５）の作成・運用 
マニュアルの中で「事前チェックシート」を作成し、施設の使用指定（許可）等の

際の業務に活用することで、光熱水費の請求に関わる係間の連携強化と情報共有の徹

底を図り、必要な事務手続きが漏れなく、確実に実施できるようにします。 
c 「使用指定書」表記項目の改善 
施設の使用指定、使用許可等の際に各使用者へ通知する「使用指定書」に、メータ

ー番号等の表記項目を追加します。 
あわせて、使用者へ毎月通知している「市場使用料等納入のお知らせ」に記載して

いるメーターごとの名称をわかりやすく改善します。 
これにより、光熱水費請求の根拠となっている子メーターが正しいかを、担当職員

のほか、使用者にとっても確認しやすくすることで、ミスの早期発見を図ります。 
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イ 使用開始後のチェック機能 

新たな使用者による施設の使用開始直後はもちろんのこと、開始後においても、庶務

係、施設維持係及び管理係の担当職員は、以下の点について、確実に確認をすることが

必要です。 

（ア）各施設の電気・水道使用量が適正に検針されているか（毎月の検針値の確認）。 

（イ）各施設の使用者へ適正に電気・水道料金の請求を行っているか。 

（ウ）各施設の電気・水道料金の請求先に誤りがないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【再発防止策】   ※見出し符号は 17 ページの「再発防止策」に合わせています。 
d 子メーターの現地確認 
現在、業務委託により年 1 回、200 個程度の子メーターの点検を実施していますが、

北部市場には全体で約 1,000 個の子メーターがあるため、この点検では、最大で 5 年

間子メーターの不具合に、気付くことが出来ない可能性があります。 

今後は、北部市場に設置されている子メーターの全件を、年に１回現地確認を行う

ことで、遠隔検針システム及びメーターの不具合の早期発見を図ります。 

e 「光熱水費チェック表」（マニュアル様式７・８）の作成・運用 
検針システムの不具合で検針できなかったことによる未請求事案に対応するため、

メーターごとの、年間を通した使用状況を把握するチェックリストを作成し、ミスや

不具合に気付ける体制を構築します。 
f メーター新設、使用者変更等を行った請求状況の後日の再確認 

北部市場では、使用者の変更等に基づいて、年間 20 件程度、市場管理システムでの

請求先の変更入力を行っています。 

変更入力を行った請求先について、施設維持係は、請求開始月に「事前チェックシ

ート」を用いて適切に請求が行われているか確認を行うとともに、年度末に、当該「事

前チェックシート」を再チェックし、当該年度内に請求先を変更した全件に対して請

求状況の再確認を実施することとします。 

これにより、万が一請求先の入力ミスや漏れがあった場合でも、早期発見を図り、

未請求期間の拡大を防ぐことが可能となります。 

c 「使用指定書」表記項目の改善（再掲） 

各使用者へ毎月通知している、「市場使用料等納入のお知らせ」に記載しているメー

ターごとの名称をわかりやすく改善します。 

これにより、市職員だけでなく、事業者にとっても請求誤り等に気付きやすくする

ことで、ミスの早期発見を図ります。 
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ウ 点検業務への適切な対応 

本市が専門業者に委託している点検業務結果に対して、職員は適切に対応すること

が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ メーター管理台帳の適切な管理 

子メーターの新設時及びメーター交換工事完了後には、メーター管理台帳を確実に

更新することが必要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ メーター交換工事の工期設定 

工事の設計委託を前年度に実施するなど、余裕を持ったスケジュールの設定を行う

ことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【再発防止策】   ※見出し符号は 17 ページの「再発防止策」に合わせています。 
g 点検業務への適切な対応 

子メーターの点検結果を受領する際は、係長と担当職員の 2 名で対応し、書面によ

る報告のほか、受託事業者へヒアリングを行い、修繕等の対応の必要性を確認し、必

要に応じて現地の確認をすることとします。 

これにより、不具合箇所の放置を未然に防止し、適切な補修や目視検針への切替え

等を実施します。 

 

【再発防止策】   ※見出し符号は 17 ページの「再発防止策」に合わせています。 
h メーター管理台帳（様式１０）の改善及び適切な管理 
メーター管理台帳のメーター更新時期の更新にあたっては、複数人での読み合わせ

を実施することで、更新時期の誤りがないように管理を行います。 
あわせて、設置場所の施設コードや使用事業者、事業者に対する請求明細の名称と

紐づけを行うことで、分かりやすく活用しやすい、一表で一管理できるようメーター

管理台帳の改善を行い、子メーターの適正管理を図ります。 

【再発防止策】   ※見出し符号は 17 ページの「再発防止策」に合わせています。 
i メーター交換工事に係る業務スケジュールの変更 
令和 3 年度以降のメーター更新工事については、工事の設計委託を前年度に実施す

ることとしており、工事の施工年度と分けて実施することで、余裕を持ったスケジュ

ールの設定を行い、入札の不調等によるメーター更新工事の遅延を防止し、子メータ

ーの法定有効期限の適正管理を図ります。 
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カ 適切な事務引継ぎ 

担当職員に人事異動があった際の事務引継ぎに当たっては、必要な事務手続きに漏

れや遅延が生じないよう、係長及び管理職を含めた確認を徹底することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 管理監督者のマネジメント 

施設が新たに設置される等で、通常業務の流れとは異なった対応や注意が必要な案

件について、管理職職員は担当職員・係長と事業進捗に関する情報共有を十分に行うと

ともに、担当職員による必要な事務手続きの漏れや遅延がないかの確認を徹底するこ

とが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【再発防止策】   ※見出し符号は 17 ページの「再発防止策」に合わせています。 
m 管理監督者による適切なマネジメント 

今回の未請求事案の原因を踏まえ作成した「北部市場光熱水費請求マニュアル」の

活用を徹底し、マニュアルに沿った事務執行が実施できているかの確認を適宜行うな

ど、適切な管理監督を行います。 
また、担当職員及び係長の人事異動の際に、課長級職員は職員の引継書が適切な内

容であるかを必ず確認することとします。 

【再発防止策】   ※見出し符号は 17 ページの「再発防止策」に合わせています。 
j 書面による引継ぎの実施 
後任への引継ぎについて、口頭での引継ぎが行われていた事例があったことから、

書面による引継ぎを徹底します。 
k 後任者による引継書のブラッシュアップ 
前任者からの引継書について、課題やイレギュラーな対応事例等を随時追記するな

ど、引継内容を改善していくことで、より適切な事務引継ぎを実施します。 
l 北部市場管理課業務について異動時研修の実施 
係長による課内業務の研修を行い、業務の全体像の把握及び係間の情報共有、連携

強化を図ることで、適正な事務執行を行います。 
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【各事案における課題と再発防止策の一覧】

事案番号 件名

事案⑧

事案⑦

事案⑥

(オ)
交換工事の実施遅延
【子メーター法定有効期限経過】

(エ)
管理台帳への未記載
【子メーター法定有効期限経過】

(ア)
水産棟3階西・東卸厨房の
電気料金
【未請求・過徴収】

ガラス温室の水道料金
【未請求】

(ア)・(イ)
変電所の水道料金
【未請求】

課題

(イ)・(ウ)
花き棟1階卸売場シャッターの
電気料金
【未請求】

(ア)
青果棟3階西側事務所の
電気料金
【未請求】

(ア)・(イ)
(カ)・(キ)

青果棟低温卸売場の電気料金
【未請求】

不適切事務事案

事案⑤

事案④

事案③

事案②

事案①

再発防止策課題

 d 子メーターの現地確認

 e 「光熱水費チェック表」（マニュアル様式７・８）の作成・
   運用

 f メーター新設、使用者変更等を行った請求状況の
   後日の再確認

 c 「使用指定書」表記項目の改善（再掲）

(イ) 使用開始後のチェック機能

(ア)・(イ)
(カ)・(キ)

 g 点検業務への適切な対応(ウ) 点検業務への適切な対応

 a マニュアルの作成・運用

 b 事前チェックシート（マニュアル様式３・４・５）の作成・
   運用

 c 「使用指定書」表記項目の改善

(ア) 使用開始時の注意

 m 管理監督者による適切なマネジメント(キ) 管理監督者のマネジメント

 j 書面による引継ぎの実施

 k 後任者による引継書のブラッシュアップ

 l 北部市場管理課業務について異動時研修の実施

(カ) 適切な事務引継ぎ

 i メーター交換工事に係る業務スケジュールの変更(オ) メーター交換工事の工期設定

 h メーター管理台帳（様式１０）の改善及び適切な管理(エ) メーター管理台帳の適切な管理
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４ 経済労働局における内部統制再徹底の取組 

 

（１）北部市場における不適切な事務事案の判明を踏まえて実施した局の取組 

地方自治法の改正により、令和 2 年度から、事務の管理及び執行が法令に適合し、かつ、

適正に行われることを管理又は執行主体自らが確保する「内部統制」の制度が本格導入され

ました。 

しかしながら、経済労働局においては、令和 2 年度に、公印の誤廃棄、指定管理者の指定

手続き漏れといった不祥事や事務ミス等が継続的に発生したことに加えて、北部市場にお

ける光熱水費の未請求等の事案が判明したものです。 
市民の信頼を損なっている大変危機的な状況にあることを強く認識し、経済労働局は、次

の取組を行いました。 
 

ア 経済労働局長通知 （令和 3年 6月 9 日付け） 

経済労働局長名で「内部統制の再度の徹底について」を局の部長級職員へ通知しました。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

イ 係単位での話合いの実施 （令和 3年 6月中に実施） 

係単位で、部長及び課長が同席の下、内部統制をテーマとした次の内容について、話合

いを実施しました。 

(ア)各係の業務において隠れた事務ミス（過去における事務の漏れ、誤り、不適切な

処理）はないか。 

(イ)各係の業務において職員間、係長、課長によるダブルチェックは機能しているか。 

(ウ)事務リスク発生の予防や、万が一、ミスが発生した場合に、早期にミスを発見する

ための改善策 

話合いで出た意見やアイデアは、6 月 30 日に開催した局長及び部長級職員による定例

会議で共有しました。 

 

 

【抜粋】 
全ての経済労働局職員は、次の事項に特に留意し、より一層公務員としての自覚

を深め、常に高い行為規範に従って行動するとともに、職務の遂行に全力を尽くす

こと、とりわけ、管理監督者はその職責や立場を十分に自覚し、リーダーシップを

発揮して職場全体における適正な職務執行、厳正な服務規律の確保及び法律遵守の

徹底に努めるよう強く求めます。 
〇前例や固定観念等に捉われず、過去における不適正な事務手続き、誤った手続き

や手続き漏れ等がなかったか、担当する全ての業務を改めて総点検すること。 
〇いずれの事務ミスも、ダブルチェックで当然に防げたものであることから、それ

ぞれの立場、役職でしかるべきチェックを必ず行うこと。 
〇管理監督者のリーダーシップの下、各職場において、事務リスク発生の予防や、

万が一発生した時に早期にミスを発見するための改善策を考え、取り組むこと。 
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（２）今後の対策（継続的な事務ミス防止の取組） 

本市では、令和 2 年度からの「内部統制」制度の本格導入に伴い、事務の分類ごとに、

事務に潜むリスクや対策、マニュアルなどを見える化、一覧化した「リスクチェックリス

ト」を活用し、事務執行又はチェック(確認、検査、審査等)の際に、本市の財政的損失の

発生や信用失墜の防止の観点から「特に注意しなければならない点」の周知、認識共有を

行うとともに、事務ミスや不適正処理の防止、抑制等に向けた職員の意識の向上を図って

います。 

経済労働局では、引き続き「リスクチェックリスト」の積極的な活用を基本とするとと

もに、特に事務ミスが生じやすい次の事務について、「事務チェックシート」を作成し、

各所属における係長及び課長によるダブルチェックを、今後も継続的かつ確実に行うこ

とができる体制を構築します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

また、実際に事務ミスが発生した場合はもちろんのこと、事務リスク発生の予防、事務

ミスが発生した場合に備え、担当職員・係長および課長が相互にコミュニケーションをと

り、必要となる報告・連絡・相談を徹底します。 
引き続き、行政考査（自主考査）や予防的監察等の機会を捉え、公正かつ適正な業務執

行の確保に関する職員の意識向上を図るとともに、内部統制の取組を徹底してまいりま

す。 

【「事務チェックシート」を作成・導入する事務（予定）】 
〇予算執行伺 
〇収納事務 
〇貸付契約・使用許可・使用承認に係る事務 
〇補助金支出事務（以前から導入済みだが、ダブルチェックに主眼を置いた様

式に修正する予定） 
等、順次導入予定。いずれも伺いに関連資料として添付することとする。 

【参考：話合いで出された意見・提案の一例】※見出し符号は前頁（１）イの項目に準じる。 

（ア）議案書配布後に誤字が発覚した事例 
（ア）広報物の作成で、入稿後、使用画像が使用不可であることが判明した事例 
（ア）他の書類の中に申請書が１枚紛れていた事例（専用箱及び受付簿を導入） 
（イ）FAX での連絡を指定された際には、送信先をダブルチェックする。 
（イ）メールマガジン配信時は送信先のダブルチェックを必ず行っている。 
（ウ）事務の目的・根拠など、全体像を把握した上で事務を行うこと。 
（ウ）我が事としてチェックを行うこと。 
（ウ）共有フォルダの整理・活用を図ることで、事務の進捗を可視化すること。 
（ウ）職場机の書類管理を徹底すること。 
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北部市場光熱水費請求マニュアル（概要） 

 
北部市場光熱水費請求マニュアルの中では、北部市場内には、約 1,000 件の電気と水道の

子メーターがあること。あわせて、事務処理が複数の係にまたがっていることから、各係間

の業務の隙間に入り込むことによる手続きの漏れや、勘違いによる誤った設定などを防止

し、適切な請求事務を執行していくためには、各係の連携強化に努め、相互補完を図ってい

くことが重要であり、次の視点及び手順、様式により事務を執行し、遅滞なく適切な請求業

務を実施することとしています。 

 
１ 適切な請求事務の実施に向けた視点 

①適切な事務引継ぎの徹底 

②係間の連携強化 

③ミスがあった際のバックアップ体制の強化 

④メーター管理台帳の適正管理の徹底 

 
２ 適切な請求事務の実施に向けた手順 

様式により、業務許可からメーターの設置・検針・光熱水費請求までの流れを示し、次の

手順により、各部署が連携しながら適切な事務の執行を図ることとします。 

①業務許可から市場管理システムへのメーター登録の流れ 

②メーター検針から請求までの流れ 

③ミスの早期発見に向けたバックアップの流れ 

 
３ 適切な請求事務の実施に向けた様式類の作成 

光熱水費の適切な請求の実施に向けて、次の様式により事務を行うこととします。 

様式１・・業務許可からメーターの設置・検針・光熱水費請求までの流れ兼チェックリスト 

様式２・・事業者への光熱水費請求業務フロー（全体） 

様式３・・市場施設使用指定 事前チェックシート（新規業務許可） 

様式４・・市場施設使用指定 事前チェックシート（使用者変更） 

様式５・・市場施設使用指定 事前チェックシート（施設返還） 

様式６・・市場施設使用指定 事前チェックシート管理簿 

様式７・・光熱水費使用量チェック表（水道） 

様式８・・光熱水費使用量チェック表（電気） 

様式９・・メーター配置図面 

様式 10・・メーター管理台帳 

資料２ 
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１ はじめに～光熱水費請求事務担当者に向けて～ 

北部市場では、「川崎市中央卸売市場業務条例」に基づき、市場施設の使用指定を受けた卸売業者、

仲卸業者、関連事業者等の使用者に対し、一度川崎市が一括で支払った後に、各事業者の使用量に応じ

て個別に光熱水費を請求しています。 

請求にあたっては、北部市場内には、約 1,000 件の電気と水道の子メーターがあること。 

あわせて、事務処理が複数係にまたがっていることから、各係間の業務の隙間に入り込むことによる

手続きの漏れや、勘違いによる誤った設定などを防止し、適切な請求事務を執行していくためには、各

係の連携強化に努め、相互補完を図っていくことが重要となります。 

北部市場では過去に、不適切な事務処理により複数の光熱水費の未請求事案を生じさせ、各事業者に

多大なご迷惑をおかけしており、再び同じ誤りを繰り返さないための再発防止に向けては、①事務ミス

を「予防」すること、②万が一生じてしまった場合は、早い段階で発見（「フォロー」）すること、③「予

防」と発見（「フォロー」）を「継続」させていくことが重要であることから、次の視点及び手順、様式

により事務を執行し、遅滞なく適切な請求業務を実施することとします。 

 

２ 適切な請求事務の実施に向けた視点 

  適切な請求事務の執行に向けて、次の視点により実施することとします。 

①適切な事務引継ぎの徹底 

ア 書面による引継ぎの徹底 

   後任への引継ぎについて、書面による引継ぎの徹底すること。 

イ 引き継いだ引き継ぎ書のブラッシュアップの実施 

前任から引継いだ引継ぎ書について、担当時の課題やイレギュラーな対応事例等を追記してい

くことで、引継ぎ書の改善を図ること。 

②係間の連携強化に向けた取組の実施 

ア 事前チェックシート（様式３・４・５）の活用 

施設の使用許可等に際して、事前チェックシートを活用し、係間の情報共有の徹底を図ること。 

  イ 使用指定書へのメーター番号等の記載 

施設の使用許可等に際して、使用指定書にメーター番号等を記載することとし、係間の情報共有

の徹底を図るとともに、使用者に対して適切な情報の提供に努めること。 

  ウ ３係長による研修の実施 

３係長により課内業務の研修を行い、業務の情報共有及び係間の連携強化に努め、適正な事務執

行を図ります。 

③ミスがあった際のバックアップ体制の強化 

ア 施設使用者の、新規や変更事案に特化した、請求状況の全件再確認の実施 

   請求開始月と年度末の 2 回、事前チェックシート（様式３・４・５）を活用し、請求状況の全

件再確認を実施し、万が一ミスがあった場合でも、早期のバックアップに努め、請求漏れの防止

を図ること。 
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イ 子メーターの名称及び、事業者に対する請求内容の表記の改善の実施 

子メーターの名称を分かりやすくし、各事業者に対して毎月通知している「市場使用料等納入の

お知らせ」について、メーターごとの請求内容の表記を改善することで、事業者にとっても請求

漏れ等に気付きやすい環境を整備し、ミスの早期発見を図ること。 

④メーター管理台帳の適正管理の徹底 

  ア メーター管理台帳の更新時、読み合わせによる適正管理の実施 

メーター管理台帳について、子メーターの法定有効期限に伴うメーター更新時期の台帳の更新

にあたっては、複数人での読み合わせにより対応を行い、更新時期の誤りがないよう適正管理を

実施すること。 

イ 台帳の一元管理に向けたメーター管理台帳の充実に向けた取組の実施 

子メーターの管理にあたっては、メーター番号や設置場所の施設コード、使用事業者のほか、請

求明細の名称と紐づけを行うことで、一表での管理を行い、分かりやすく活用しやすいメーター

管理台帳の整備を図ります。 

 

３ 適切な請求事務の実施に向けた手順 

様式１、業務許可からメーターの設置・検針・光熱水費請求までの流れ兼チェックリストを活用し、

次の手順により、各部署が連携しながら適切な事務の執行を図ることとします。 

  

【業務許可から市場管理システムへのメーター登録までの流れ】 

 ①事業者に対する業務許可等の情報提供の実施 

●青果花き係・水産係（様式３を活用） 

 ②青果花き係・水産係からの情報提供に基づき、業務許可を受けた事業者の申請等に基づく施設の使

用指定の実施 

●管理係（様式３・４・５を活用） 

③管理係からの情報提供に基づき、該当する施設に付随するメーターの確認の実施 

●施設維持係（様式３・４・５を活用） 

 ④確認終了後、市場管理システムへ、子メーターの基本情報の入力作業の実施 

●施設維持係（様式１を活用） 

⑤施設の使用指定書に、様式 3・4 を参照しながら、メーター番号・メーター名称・按分比率を入力 

●管理係（様式３・４を活用） 

 

【メーター検針から請求までの流れ】 

①市場管理システムからの報告を基に、遠隔検針システム及び目視検針の検針結果を精査確認 

施設維持係（システムの出力帳票を活用：運用は引継ぎ書のとおり） 

②市場管理システムからの報告を基に、光熱水費使用量チェック表（水道・電気）を作成し、使用量の

月ごとの状況を確認し、遠隔検針システムの故障がないかをチェック 

●施設維持係（様式８・９） 
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③検針値の確認後修正が必要な場合、そのデータを市場管理システムに修正入力を実施 

 ●施設維持係（システム入力マニュアルを参照） 

④電気・水道ともに、親メーターの計測値と子メーターの計測値の合計を比較する。なお、異常な数値

の場合は漏水等の可能性があるため、原因を確認する。 

●施設維持係 

⑤庶務係へデータを引き継ぎ 

 全ての作業が完了したら、庶務係 歳入担当に伝えるとともに、様式３・４・５の引き継ぎを行う。 

 ●施設維持係 

⑥施設維持係が作成したデータを基に、「市場使用料納付のお知らせ」を作成し事業者に配布 

  ●庶務係 

 

【ミスの早期発見に向けたバックアップの流れ】 

①最初の請求時に、様式３・４・５と「市場使用料納付のお知らせ」を突合し、メーターの検針及び事

業者への請求が正しく実施できているかの確認を実施 

●庶務係・施設維持係 

②年度末に、当該年度に対応した案件（様式 3・4・5 の全件）について、「市場使用料納付のお知ら

せ」を突合し、メーターの検針及び事業者への請求が正しく実施できているか確認する。 

●施設維持係 

 

４ 適切な請求事務の実施に向けた様式類リスト 

光熱水費の適切な請求の実施に向けて、次の様式により事務を行うこととします。 

 

様式１・・・業務許可からメーターの設置・検針・光熱水費請求までの流れ兼チェックリスト 

様式２・・・事業者への光熱水費請求業務フロー（全体） 

様式３・・・市場施設使用指定 事前チェックシート（新規業務許可） 

様式４・・・市場施設使用指定 事前チェックシート（使用者変更） 

様式５・・・市場施設使用指定 事前チェックシート（施設返還） 

様式６・・・市場施設使用指定 事前チェックシート管理簿 

様式７・・・光熱水費使用量チェック表（水道） 

様式８・・・光熱水費使用量チェック表（電気） 

様式９・・・メーター配置図面 

様式 10・・メーター管理台帳 
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◎業務許可から、市場管理システムへのメーター登録までの流れ

※入力内容：メーター番号、按分比率、請求先事業者、メーター名称

◎　メーター検針から請求までの流れ

◎　ミスの早期発見に向けたバックアップ

様式６ 管理簿No様式 １

e □ 市場管理システム上（請求書に記載される名称）の
名称の検討

◎　施設返還の場合（様式５を参照）

a □ 　メーターの請求先を川崎市に修正

市場管理システム上（請求書に記載される名称）の
名称の修正を検討

按分されている場合は、按分比率のほか、按分根拠
を再確認する。

　図面及び現地確認をし、間違いがないか確認

　前回のメーターを引き継ぐ　メーターを設置 □

□

□

□

□ 管理係

□ 管理係

□

業務許可からメーターの設置・検針・光熱水費請求までの流れ兼チェックリスト

No 業務内容 チェックシート

業務内容 チェックシート

No 業務内容 チェックシート

③

市場管理システムからの報告を基に、光熱水費使用量チェック表（水道・電
気）を作成し、遠隔検針システムの故障がないか確認する。

様式８・９

市場管理システムからの報告を基に、遠隔検針システムによる検針及び目視
検針の検針結果を精査確認

-

検針値の確認後、修正が必要なデータを市場管理システムに修正入力する。 -

No

No 業務内容

チェック 担当部署

□ 施設維持係

□

-⑥

-

No 業務内容 チェックシート

⑤ 庶務係へデータを引き継ぎ -

④
電気・水道ともに、親メーターの計測値と子メーターの計測値の合計を比較
する。なお、異常な数値の場合は漏水等の可能性があるため、原因を確認す

□ 庶務係

□ 施設維持係

チェック 担当部署

□ 施設維持係

チェック 担当部署

チェックシート

⑦
施設の使用指定書に、様式３・４を参照しながら、メーター番号・メーター
名称・按分比率を入力

様式１

チェックシート

□ 施設維持係

チェック 担当部署

①

チェック 担当部署

□ 管理係

チェック 担当部署

□ 施設維持係

チェック 担当部署

様式１

No

②

No 業務内容 チェックシート

様式１

最初の請求時に、メーターの検針状況、事業者の請求状況等、請求漏れ等が
無く、正しくできているか確認する。

①

チェック 担当部署

施設維持係□

業務内容 チェックシート

No 業務内容 チェックシート

チェックシート

様式１

No 業務内容

No 業務内容

チェックシート

a

b

c

e

⑤ 管理係からの情報提供により、当該施設に付随するメーターの確認を行う。 様式３・４・５

◎　既存の施設の場合（様式４を参照）◎　新規施設の場合

□

チェック 担当部署

□ 施設維持係

□

□ 按分が必要な場合、按分根拠をメーター管理台帳に
記載

 図面に落とし込み

　メーター番号を附番し、メーター管理台帳に登録

チェックシート

No 業務内容 チェックシート

① 事業者に対する業務許可 様式３業務課□
担当部署チェック

チェック 担当部署

年度末に、当該年度に対応した案件（様式3・4・5の全件）について、メー
ターの検針及び事業者への請求が正しく実施できているか確認する。

②

⑥

c

d

a

b

No 業務内容

No 業務内容

□ 施設維持係

チェック

施設維持係が作成したデータを基に、市場使用料納付のお知らせを作成し事
業者に配布。

管理係

⑤の確認が終了したら、市場管理システムへの入力作業を行う。

チェック 担当部署

□ 庶務係

□ 施設維持係

担当部署

様式３

③ 施設の使用者変更に伴う使用申請に基づき、使用指定を行う。 様式４

④ 施設の返還申請に基づき、施設の使用指定解除を行う。 様式５

② 業務許可を受けた事業者の申請に基づき、施設の使用指定を行う。

-4-
28



様
式

２
 

事
業

者
へ

の
光

熱
水

費
請

求
業

務
フ

ロ
ー

（
全

体
）

 

       

業
務

開
始

 

（
委

託
先

）
 

新 規 事 業 者 公 募 

事 業 者 選 定 

業 務 許 可 

市 場 施 設 使 用 指 定 ・ 許 可 

市 場 管 理 シ ス テ ム 請 求 先 設 定 

市 場 管 理 シ ス テ ム 取 込 ・ 入 力 

市 場 全 体 分 支 払 い 
各 事 業 者 集 計 ・ 単 価 設 定 

各 事 業 者 請 求 書 発 送 

・
中

央
監

視
シ

ス
テ

ム
に

て
自

動
計

量
 

・
目

視
検

針
 

業
務

課
 

庶
務

係
 

施
設

維
持

係
 

管
理

係
 

業
務

開
始

手
続

き
 

光
熱

水
費

請
求

手
続

き
 

市
場

全
体

分
請

求
 

-5-
29



令和　　年度　通算No　　　号

【業務課】

【管理係】

【施設維持係】

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

【庶務係】

青水係長担当

令和　　　年　　　月　　　日

使用開始予定日 令和　　　年　　　月　　　日 施設の種類

面積 使用料（税込） 月額　　　　　　　　　　円㎡ 
使用料
単価

円 

施設名称 施設コード

業務課長 担当 管理係長 担当 維持係長 担当 庶務係長 管理課長

％ 

％ 

％ 

％ 

％ □

按分の理由
及び根拠等

□

①

②

③

④

⑤

⑥

システム登録(予定)日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

新規・既設

新 ・ 既

図面

□

□

□

□

その他特記事項

その他特記事項

請求名称No

新 ・ 既

新 ・ 既

新 ・ 既

新 ・ 既

新 ・ 既％ 

メーター番号種別 按分率

□ ④ □ ⑤ □ ⑥ □

その他特記事項

請求状況
チェック欄

様式 3

使用料 □ 保証金 □ ① □ ② □

請求開始日

水道

電気

令和　　　年　　　月　　　日

システム登録予定日 令和　　　年　　　月　　　日
使用指定書
通知予定日

業務許可予定日

許可内容及び
その他特記事項

市場施設使用指定　事前チェックシート（新規業務許可）

(申請)事業者 令和　　年　　月　　日

③
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令和　　年度　通算No　　　号

【管理係】

【施設維持係】

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

【庶務係】

担当 庶務係長 管理課長管理係長 担当 維持係長 担当

使用開始予定日 令和　　　年　　　月　　　日 施設の種類

施設名称 施設コード

市場施設使用指定　事前チェックシート（変更）

面積 使用料（税込）㎡ 円 
使用料
単価

月額　　　　　　　　　　円

システム登録予定日 令和　　　年　　　月　　　日
使用指定書
通知予定日

令和　　　年　　　月　　　日

システム登録(予定)日 新規・既設 図面

① ％ 令和 　　年　 　月　 　日 新 ・ 既

その他特記事項

種別 No 請求名称 メーター番号 按分率

％ 令和 　　年　 　月　 　日 新 ・ 既

電気

□

② ％ 令和 　　年　 　月　 　日 新 ・ 既 □

その他特記事項

(申請)事業者 前使用者
返還日　令和　　　年　　　月　　　日

請求状況
チェック欄

□

按分の理由
及び根拠等

その他特記事項

請求開始日

⑥ ％ 令和 　　年　 　月　 　日 新 ・ 既

％ 令和 　　年　 　月　 　日 新 ・ 既 □

□

水道

④

□ ④ □ ⑤ □ ⑥ □

令和　　　年　　　月　　　日

様式 4

使用料 □ 保証金 □ ① □ ② □ ③

％ 令和 　　年　 　月　 　日 新 ・ 既 □

⑤

③
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令和　　年度　通算No　　　号

【管理係】

【施設維持係】

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

配置図No

【庶務係】

担当 管理係長 担当 維持係長 担当 庶務係長 管理課長

市場施設使用指定　事前チェックシート（返還）

(申請)事業者 システム登録予定日

返還予定日 令和　　　年　　　月　　　日 施設の種類

施設名称 施設コード

面積 使用料（税込） 月額　　　　　　　　　　円
使用料
単価

円 

按分率

③ ％ 

② ％ 

その他特記事項

種別 No 返還時の請求名称 メーター番号 システム登録(予定)日

㎡ 

水道

④ ％ 

⑤

⑥ ％ 

％ 

電気

① ％ 

その他特記事項

請求状況
チェック欄

使用料 □ 保証金 □② □ ③ □ ④

様式 5

□ ⑤ □ ⑥□ ① □

その他特記事項

令和　　　年　　　月　　　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日

令和 　　年　 　月　 　日
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許可 ・ 変更 ・ 返還

30 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

28 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

26 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

24 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

20 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

18 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

17 ・ 　 ・

許可 ・ 変更 ・ 返還

16 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

14 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

15 ・ 　 ・

13 ・ 　 ・

・ 　 ・

許可 ・ 変更 ・ 返還

12 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

10 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

11 ・ 　 ・

9 ・ 　 ・

許可 ・ 変更 ・ 返還

2 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

3 ・ 　 ・

1 ・ 　 ・

許可 ・ 変更 ・ 返還

4 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

8 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

許可 ・ 変更 ・ 返還

6 ・ 　 ・ 許可 ・ 変更 ・ 返還

7 ・ 　 ・

5

様式 ６

市場施設使用指定　事前チェックシート管理簿（施設維持係）

No 日　付 事業者名 施設コード 備　考

29 ・ 　 ・

27 ・ 　 ・

25 ・ 　 ・

23 ・ 　 ・

22

21 ・ 　 ・

19 ・ 　 ・
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使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

0
0

1
-
E

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
2

6
4

4
4

4
2

4
4

4
4

4
4

4
2

0
0

2
-
E

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●

社
2

0
2

0
2

0
0

2
0

0
2

0
0

2
0

0
0

2
-G

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
-
E

◆
◆

◆
◆

◆
◆

●
●

●
●

社
2

0
4

2
4

4
2

2
4

4
2

4
2

2
4

0
0

4
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
1

0
1

0
1

0
1

4
1

0
1

2
1

0
1

2
1

0
1

0
1

0
1

0
1

0
1

2
1

0
0

0
5

-
E

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●

社
2

0
2

0
2

0
2

0
2

0
2

0
2

0
2

0
0

7
-
E

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●

社
0

0
0

2
0

0
0

2
0

0
0

0
2

0
0

0
0

7
-G

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
-G

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
-
E

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●

社
1

6
2

1
4

3
4

2
2

3
2

4
0

3
6

2
0

1
6

3
0

2
0

3
0

2
8

3
6

0
1

9
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
4

6
1

0
1

0
6

6
4

6
2

6
1

4
4

8
6

4
4

0
2

0
-
E

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●

社
1

9
4

1
5

8
2

5
2

4
0

2
5

1
6

2
9

6
1

8
6

2
1

6
2

3
8

2
0

2
1

9
6

2
2

0
2

0
8

1
7

9
2

3
2

0
2

1
-
E

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●

社
1

0
0

1
1

1
0

2
1

0
1

0
1

0
1

0
2

2
-
E

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

3
-
E

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
0

1
0

0
0

1
0

0
0

1
0

0
0

0
1

0
2

4
-
E

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
2

5
-
E

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

6
-
E

◆
◆

◆
◆

◆
◆

●
●

●
●

社
1

1
2

2
2

3
4

2
1

1
1

1
2

2
1

0
2

7
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
1

2
2

2
3

2
2

2
1

2
1

2
2

2
2

0
3

0
-
E

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

1
-
E

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

2
-
E

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

5
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

6
-
E

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

7
-
E

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

8
-
E

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

9
-
E

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
0

0
0

1
0

0
0

9
1

1
0

0
1

0
0

0
4

0
-
E

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●

社
1

1
1

3
1

4
1

5
1

3
1

4
1

5
1

6
2

1
1

4
1

6
1

8
1

8
1

7
1

6
0

4
1

-
E

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●

社
0

1
0

0
1

0
1

0
0

1
0

0
1

0
0

0
4

2
-
E

◆
◆

◆
◆

◆
◆

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

3
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
1

2
1

1
2

1
2

1
2

1
1

1
2

2
1

0
4

4
-
E

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●

社
1

2
3

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

0
4

5
-
E

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●

社
0

0
0

1
1

1
0

1
0

1
1

1
1

0
1

0
4

7
-
E

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
4

4
2

2
2

2
2

1
2

1
1

2
1

2
2

0
4

8
-
E

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●

社
1

0
1

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

0
4

9
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
1

1
2

1
1

2
2

1
1

1
1

1
1

1
1

0
5

0
-
E

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
5

1
-
E

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●

社
3

2
3

2
3

3
3

2
3

1
2

2
2

1
1

0
5

3
-
E

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
9

1
1

1
7

1
8

1
6

1
9

1
9

1
8

1
9

1
5

1
6

1
9

1
9

2
1

2
0

0
5

4
-
E

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●

社
0

0
1

1
1

0
1

0
1

0
0

1
0

1
0

0
5

5
-
E

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●

社
1

0
1

0
0

1
0

1
1

0
0

1
1

0
1

0
5

6
-
E

◆
◆

◆
◆

◆
◆

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

7
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
2

0
1

9
2

1
2

1
2

1
2

3
2

1
1

9
2

2
2

2
1

7
1

5
1

5
1

5
1

4
0

5
8

-
E

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●

社
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

9
-
E

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

社
6

5
7

8
7

7
7

6
1

2
5

5
6

6
7

7
0

6
0

-
E

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●

社
1

0
1

1
0

1
1

1
1

1
1

1
1

2
1

0
6

1
-
E

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●

社
0

1
1

1
1

1
1

1
1

1
0

1
1

1
1

0
6

2
-
E

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

3
-
E

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●

社
0

0
0

1
0

0
0

2
2

9
1

9
1

2
0

0
0

0
0

6
4

-
E

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●

社
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

令
和
２
年
９
月

令
和
２
年
１
０
月

令
和
２
年
１
１
月

令
和
２
年
１
２
月
令
和
３
年
１
月

令
和
３
年
２
月

令
和
３
年
３
月

令
和
３
年
４
月

令
和
３
年
５
月

令
和
３
年
６
月

令
和
２
年
８
月

様
式

 ７
令
和
２
年
４
月

令
和
２
年
５
月

令
和
２
年
６
月

令
和
２
年
７
月

光
熱

水
費

チ
ェ

ッ
ク

表
（

水
道

）
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ﾒｰ
ﾀ
ｰ

番
号

施
設

コ
ー

ド
メ

ー
タ

設
置

場
所

事
業

者
名

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

使
用

数
料

0
0

1
-
A

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
社

1
0

3
1

3
7

1
4

2
1

3
3

1
3

1
1

3
6

1
3

0
1

2
5

1
4

3
1

1
3

1
1

9
1

3
0

1
2

7
1

3
3

1
2

9

0
0

1
-
C

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●
社

3
6

1
5

5
2

4
7

1
5

0
9

1
1

9
4

5
1

1
6

1
4

3
1

1
2

5
8

3
0

1
0

3
7

0
0

2
-
A

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●
社

2
7

7
2

2
9

2
0

8
2

1
6

2
0

9
2

0
1

2
2

6
2

5
5

3
2

8
3

0
0

3
0

9
2

8
3

2
6

5
2

2
0

1
9

1

0
0

2
-
C

◆
◆

◆
◆

◆
◆

●
●

●
●
社

2
6

8
2

8
1

8
4

1
2

9
2

1
0

2
5

2
2

1
5

9
0

6
1

,0
4

5
7

9
5

5
2

9
1

4
7

2
1

2

0
0

3
-
A

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●
社

2
6

8
2

2
8

3
3

1
3

4
0

3
9

9
3

4
3

3
1

4
2

7
8

3
7

2
3

8
5

3
3

8
3

4
0

3
0

0
3

2
9

3
9

4

0
0

3
-
C

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●
社

3
3

1
2

2
4

6
7

3
4

7
1

0
3

5
9

1
9

3
8

3
6

1
3

4
3

3
5

2

0
0

4
-
A

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●
社

5
4

1
5

8
4

6
0

7
6

3
6

6
4

9
6

2
4

6
3

0
5

8
9

6
2

3
5

6
3

5
4

0
6

0
2

5
9

7
6

1
0

6
0

4

0
0

4
-
C

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●
社

7
3

3
5

2
6

6
6

4
7

8
2

1
,1

6
3

8
2

4
6

5
9

7
9

4
1

,1
6

6
1

,0
8

4
1

,0
5

5
9

2
2

6
3

8
5

4
7

6
1

8

0
0

5
-
A

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
社

1
,1

3
8

1
,0

9
3

1
,1

1
0

1
1

0
4

1
,0

8
1

1
,0

1
5

1
,0

7
2

9
9

6
1

,0
7

9
1

,0
5

2
9

7
8

1
,0

8
1

1
,0

2
5

9
9

5
1

0
3

1

0
0

5
-
H

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●
社

2
7

1
1

9
1

2
8

2
0

8
5

1
5

2
8

5
2

6
2

5
4

1
6

9
3

4
9

2
3

3
3

1
5

6
7

2
9

0
0

6
-
A

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●
社

1
,2

0
2

9
7

2
1

,0
3

2
9

9
2

9
7

6
9

4
9

9
9

3
1

,0
3

2
1

,3
5

4
1

,2
3

1
1

,1
1

1
1

,2
3

2
9

9
5

8
6

8
1

0
1

0

0
0

6
-
C

◆
◆

◆
◆

◆
◆

●
●

●
●
社

4
1

2
1

0
6

2
2

7
2

6
9

7
5

3
4

4
7

1
0

3
1

7
9

8
5

2
1

,0
9

8
8

1
2

4
9

0
2

0
2

9
7

1
1

9

0
0

7
-
A

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●
社

5
0

3
5

3
9

5
3

0
5

5
0

5
9

0
5

4
2

5
4

1
4

8
0

5
2

2
4

8
4

4
5

3
5

0
7

5
1

4
5

5
3

5
2

8

0
0

7
-
C

□
□

□
□

□
□

●
●

●
●
社

2
4

7
2

5
1

1
2

2
0

6
8

3
8

3
5

5
8

6
2

1
3

5
5

6
6

3
8

4
8

7
2

6
9

7
5

9
4

4

0
0

8
-
A

△
△

△
△

△
△

●
●

●
●
社

0
0

1
0

0
1

4
1

4
8

0
2

1
0

0
0

0
0

8
-
C

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●
社

2
8

2
8

2
6

2
8

2
8

2
7

2
8

2
8

2
9

2
8

2
6

2
9

2
7

2
7

2
6

0
0

9
-
A

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
社

2
4

1
4

1
6

9
1

2
2

1
1

4
1

5
7

8
7

8
7

9

0
1

0
-
A

■
■

■
■

■
■

●
●

●
●
社

1
,3

4
3

1
,2

4
5

1
,4

2
9

1
5

4
5

1
,5

0
6

1
,5

0
5

1
,5

4
8

1
,4

6
4

1
,4

7
4

1
,4

9
6

1
,3

5
5

1
,3

9
0

1
,4

3
3

1
,3

6
2

1
5

4
4

0
1

0
-
C

▲
▲

▲
▲

▲
▲

●
●

●
●
社

3
5

8
2

0
6

4
6

7
1

3
6

6
3

6
9

8
0

5
7

7
6

9
4

6
3

1
5

8
6

6
7

3
6

3
8

5
3

1
7

2
7

0
1

0
-
H

◆
◆

◆
◆

◆
◆

●
●

●
●
社

2
3

1
1

3
4

4
9

2
0

8
4

1
0

3
7

9
8

9
5

1
1

0
7

1
1

5
9

4
7

2
1

0
8

0
1

1
-
A

〇
〇

〇
〇

〇
〇

●
●

●
●
社

2
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※ 参考
メーター図面　一部抜粋
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No 図面頁 施設コード 請求名称 請求先 （業者名） 按分率 計 ﾒｰﾀｰ更新年月 法定有効期限

1 P01 001 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成27年1月 平成34年12月

2 P01 002 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成27年1月 平成34年12月

3 P01 003 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成27年1月 平成34年12月

4 P01 004 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成27年1月 平成34年12月

5 P01 005 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成27年1月 平成34年12月

7 P01 007 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成27年1月 平成34年12月

8 P02 010 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 令和3年4月 令和11年4月

9 P02 019 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成27年1月 平成34年12月

●●●●●●社 0.500

××××××社 0.500

11 P19 021 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

12 P19 022 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

13 P19 023 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

14 P19 024 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

15 P19 025 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

16 P19 026 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

17 P19 027 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

19 P19 028 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

20 P19 029 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

21 P19 030 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

22 P19 031 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

23 P19 032 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

24 P19 033 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

25 P19 034 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

26 P19 035 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

27 P19 036 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

28 P19 037 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

29 P19 038 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

30 P19 039 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

31 P19 040 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

32 P19 041 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

33 P19 042 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

34 P19 043 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

35 P19 044 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

36 P19 045 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

37 P19 046 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

38 P19 047 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

39 P19 048 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

40 P19 049 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

41 P19 050 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

42 P19 051 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

43 P19 052 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

45 P19 053 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

46 P19 054 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

47 P19 055 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

48 P19 056 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

49 P19 057 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

50 P19 058 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

51 P19 059 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

52 P19 060 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

53 P19 061 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

54 P19 062 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

55 P19 063 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

56 P19 064 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

57 P19 065 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

58 P19 066 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

59 P19 067 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

60 P19 068 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

61 P19 069 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

62 P19 070 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

63 P19 071 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

64 P19 072 E 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

65 P19 073 E □□□□□□ □□□□□□社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

66 P19 074 E △△△△△△ △△△△△△社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

67 P19 075 E ◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

68 P19 076 E ●●●●●● ●●●●●●社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

69 P19 077 E ■■■■■■ ■■■■■■社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

71 P19 078 E ▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

72 P19 079 E ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆社 1.000 1.000 平成25年12月 平成33年11月

様式　１０ 　メーター管理台帳（水道）

P04
(按分)

10 1.000020 E 令和11年4月令和3年4月

メーター更新状況

●●●●●●

メーター番号
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